
加 議 第 １ ８ ３ 号

令 和 ２ 年 １ 月 ２ ３ 日

加東市長 安 田 正 義 様 

加東市議会議長  小 紫 泰 良   

第１９回議会報告会における市民からの意見等について 

令和元年１１月７日から１１月９日までの間に３会場で開催した議会報告会において、参

加いただいた市民からあった意見等を、別紙のとおりまとめましたので報告します。 

記 

 １ 市民からの意見等について     

 （１）意見                  ・・・・・・ ２０件 

 （２）質問                  ・・・・・・ ３３件 

 （３）要望                  ・・・・・・  ７件 

（４）提言                  ・・・・・・  ２件 
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第 19 回議会報告会で市民からいただいた意見等について 

 令和元年 11月 7 日から 11 月 9日までの 3日間で行った、第 19 回議会報告会における市民

からの意見等は、次のとおりです。 

１ 市民からの意見 

(1) 自主運行バスを、黒石の方で検討したが、運転手の確保が困難なので見送った。運

転手は業者に委託する方がいいのではと思う。 

(2) 春と秋のフェスティバルには、花と緑の協会の社支部員だけが参加していて活動費

も出ない。滝野、東条地域も合わせて一つの団体として活動すべき。 

(3) 広報に記載された、厚生労働省による再編の検討を促す公立病院名公表に対する院

長の説明が、許可病床など専門用語も多く難しい。具体的な数字もない。 

(4) 公共交通に関係する買い物弱者のためのコープこうべの移動販売車について、地区

役員の奥さんが義理で購入しているので、地区として断りに行った。 

(5) 耕作放棄地の問題がある。現在草刈だけで精一杯。 

(6) 加東アート館の今後については、どのような運営をしていくのか。しっかりと事業

計画、収支計画を出すべきと考えるが思い付きのような気がしている。 

(7) 安全安心のまちであるのに、安全安心のまちづくり活動補助金で不用額が多く出て

いる。もっと積極的にカメラ設置を実施していくべきだと思うが。 

(8） 補助金はありがたいが、実施報告書等かなり複雑な書類の提出がある。仕方がない

かもわからないが、もう少し簡素化できないのか。（特に県・国では５年間の追跡調査

もある。） 

(9) 加東市民病院のあり方について、急性期で救急対応があまりできていない。市民に

とっては一番大切な事だ。知り合いの方が救急で断られたことがある。 

(10) 加東市も決裁を電子決裁処理にしてはどうか。 

(11) 私が住む地区の道路側溝の会所に、泥がたまり草が生え蓋から出ている。大雨の時

など、排水ができなくなり水が溢れて防災上心配だ。アドプトプログラムの制度を使

って個人的に行うしかないのか。  

(12) 高齢者等の移動手段のひとつに自主運行バスがあるが、地区で運転手を確保せよと

いうのは酷くないか。今後導入しても、運転手確保が難しいため導入をしないと決め

た地区もあると聞くが、持続可能とするため何らかの対策を講じるべきではないか。

(13) これまでは全てが右肩上がりの時代だったが、これからは右肩下がりの時代となっ

ていく。特に少子化により地区の自治が崩壊し、いずれは消滅していくのではと案ず

る。今後の人口減少を見据えて加東市の現状に沿ったまちづくりの政策を進めるべき

だ。 

(14) 学校はこれまでずっと 6・3制でやってきた。小中一貫教育は 4・3・2制になる。

市は、小中一貫教育は素晴らしいと言っているが、そのような素晴らしいものである

ならば、近隣の市町や全国的に実施するはずだ。しかし、近隣市をみても積極的に移

行していない。本当に加東市は小中一貫教育に移行してもいいのだろうか。 
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(15) 加東市内に住む高校生や、社高校に通学している高校生をターゲットにした政策を

考えるべきでは。 

(16) ほ場整備されていない田が耕作放棄地になっている。後継者や担い手がいない。ま

た村がまとまらない。 

(17) 浸水する場所に避難所をつくっても、寄り付きできる道路も浸水しているので、避

難所にはならないのではないか。 

(18) 公共交通について、市民病院の経営対策として巡回バスを走らせ、市民を市民病院に

運ぶことを考えるべきである。

また、東条地域小中一貫校に導入するスクールバスの活用をすべきと提案したが、

そういう契約はしないとの回答だった。自主運行バスは、路線バスの仕組みで運行して

いる。生活福祉の分野での運行をすべきである。

(19) 加東市は、「安心・安全のまちづくりを目指す」ならば、一時避難所が使えないと

きに次にどこに避難すればよいかといった周知をすべきである。また、民間の施設も

避難所として活用できるよう、協力要請をすべきである。 

(20) 市民病院について、「再編が必要」と報道されたが、市民が期待する病院は「市民

の命を守ってくれること。つまり、急性期に受け入れができること。」である。税金

を投入して運営・経営しているのだから、できないなら、継続について考えるべきで

ある。また、税金を使うのを節約して、節約分を老人福祉施策に活用すべきである。 

２ 市民からの質問 

(1) コスミックホールのモニュメントを移設して保存できないのか。 

(2) アート館の予算は当初予算で計上すべきではないか。 

(3) 小中一貫校について通学路の安全対策はどう考えているのか。 

(4) 東条第一・第二体育館は今後どうなるのか。 

(5) 東条東小学校、東条西小学校の廃校後の校舎の活用は、子どものために使ってもら

いたいが現状はどうなっているのか。 

(6) 新聞報道での加東市民病院の現状は。 

(7) 東条地域小中一貫校建設の入札が不調になったが、再入札の折には仕様が変わるの

か。 

(8) 加東アート館を観光資源の軸とするとあるが実際できるのか？構想はあるのか。 

(9) 旧加東消防署跡の宿泊施設が失敗したとき、誰が責任をとるのか。 

(10) 東条地域小中一貫校の５階プールは、移動時間や費用の問題があるのでは。 

(11) 小中一貫校の転校生の対策はできているか。 

(12) 市民が出された請願で、東条小中一貫校が今になって反対というのはどういうこと

なのか。 

(13) 東条学園の工事入札が不調に終わったが、見積りが甘かったのではないか。今後の

影響はどうなるのか。 

(14) アドプトプログラムとは何か？また、市役所の担当課はどこか。 
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(15) 東条地域小中一貫校整備は、入札が不調に終わったが順調に進んで欲しい。開校後

のスクールバスはどうなるのか。また、スクールバスの運転手はどうなるのか。 

(16) アート館整備で、財政が赤字になるのではないか。 

(17) アート館入場者３万人は確実に見込めるのか。 

(18) 滝見橋架け替え工事はいつ完了するのか。 

(19) 闘竜灘の水月楼の跡地の観光利用はできないのか。 

(20) 自主運行バス導入並びに買い物弱者対策について、議会はどのように考えているの

か。上滝野や下滝野地区は近くにお店が多くあり、不便さを感じないが他の地区はお

店もなく不便さを感じられている。 

(21) 東条地域小中一貫校の補正額がマイナス 12 億円とはどういうことか。 

(22) 加東アート館とはどんなものか。 

(23) 旧の滝野庁舎の利用状況はどうなっているのか。 

(24) 旧の東条庁舎の利用状況はどうなっているのか。 

(25) 社高校前のこども園は市全体のこども園か。少子化でもあるので、大きいものをつ

くるのではなく、長期ビジョンが必要では。 

(26) 通勤時間帯の嬉野周辺地域で交通渋滞が生じている。こども園や社高校前、国道３

７２号などの道路を４車線にする予定はないのか。 

(27) 空家を活用するなど市街化調整区域でも、もっと他地区の方が簡単に移住できるよ

うにならないのか。 

(28) 今田町近くの国道３７２号沿いにある、上鴨川の別荘に住んでいる方はあるのか。 

(29) 病院事業への補助金について教えてほしい。 

(30) 鳥獣被害対策、今年はイノシシの被害が多い。田のあぜを荒らすが、農業共済の方

で補助してもらえるものはないのだろうか。 

(31) 地域共生社会支援について現状はどうなっているのか。 

(32)  東条地域小中一貫校について、「百年に一度起こると想定する降雨量については、

建設地の想定浸水高は 81.23m 未満であるため……」と書いてあるが、「想定浸水高

81.23ｍ」とはどういうことか。 

(33) 「公共交通について」現在、加東市は自主運行バスを導入しているが、コミュニテ

ィバスやデマンドバス方式を導入しないのか。 

３ 市民からの要望 

(1)  認可外の対象にもならない「森のようちえん」を市として幼児教育・保育の 

無償化の補助対象にできないか。 

(2) 東条地域小中一貫校のことだが、建設時期やその他の内容の説明が不十分で足並み

が揃ってないように思う。地元に充分に説明するようにしてほしい。 

(3) 行方不明者の捜索では、消防団の出動要請が主に夜になり、団員に負担がかかって

いる。そうならないように GPS 装着の徹底をしてほしい。また、防犯カメラの設置台

数を増やしてほしい。 



4 

(4) 今の通学路は道が狭いので通学路を変更して欲しい。 

(5) 新旧の滝見橋の橋脚部分に流木等のゴミが引っ掛かり、川の水が増水し氾濫して災

害にならないようにお願いしたい。 

(6)  ３～４年前に市内のハザードマップを全戸配布してもらったが、それ以来新しいハ

ザードマップをもらっていないので示してほしい。 

(7) 人・農地プランを実質化するようにと法律が変わったが、いまだに形式的な感じ 

である。市が横のつながりを密にしたしくみ作りをして、各集落に働きかけてほしい。 

４ 市民からの提言 

(1) 滝野庁舎の空き利用について、アート館に加えて文化財の展示が有効ではないか。 

(2)  東条湖周辺を観光名所として伸ばす策は。鴨川マラソンなどはどうか。 


